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【研究プロジェクト名および概要】 
 

「血液と骨を造る幹細胞とそのストレス応答」 
 滝澤研究室は 2015 年 1 月にスタートしました。我々は体性幹細胞の一つであり、すべての血液を造る

造血幹細胞に興味をもち、生理的・病理的条件下での造血幹細胞の機能解析を行っています。これまでの

研究で、新たに確立した高感度細胞分裂追跡法と数理モデルを組み合わせることで、定常状態または炎症

条件下での HSC 細胞分裂頻度を決定しました (J. Exp. Med. 2011; Blood 2016)。また、造血器腫瘍の一つで

ある骨髄増殖性腫瘍について、その原因遺伝子変異である JAK2 (Janus kinase 2)V617F 変異体を発現する悪

性造血幹細胞がシングルセルレベルで骨髄増殖性腫瘍を引き起こしうることを示しました(J. Exp. Med. 
2014)。さらに、臍帯血由来ヒト造血幹細胞を免疫不全マウスに移植することにより、ヒトの造血・免疫

系を生体内で再構築したヒト化マウスの次世代モデル開発 (PNAS 2011a; PNAS 2011b; PNAS 2011c; Ann. 
Rev. Immunol. 2013)やヒト骨髄由来ストローマ細胞を試験管内・生体内分化させることにより、造血幹細

胞を維持できる骨髄ヒト化マウスの作出に成功しました (PNAS 2013)。最近では、感染や炎症に対する造

血幹細胞の応答性と機能不全に関する研究 (Blood 2011; J Immunol 2012; Cell Stem Cell 2017; EMBO J 
2022)を始めとした、以下の研究課題について新たに研究プロジェクトを立ち上げ、当研究所の国際的な

研究環境のもと、国内外の研究機関との密接な共同研究を通じて、楽しみながら研究を進めています。 
 

Ⅰ. 感染や炎症ストレスに対する造血幹細胞の応答性に関する研究 
Ⅱ. 発生期造血における tRNA 修飾の役割に関する研究 
Ⅲ. クローナル造血と白血病に関する研究 
Ⅳ. 周産期における造血幹細胞の機能成熟に関する研究 
Ⅴ. 骨髄ヒト化マウスを用いたヒト造血幹細胞機能に関する研究 
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【ホームページ】https://takizawalab.space/  
【特殊技術・特殊装置】 

1. マウスを用いた生理学的実験（注射、採血、骨髄移植） 
2. フローサイトメトリーによる細胞解析と細胞精製 
3. シングルセル解析（細胞免疫染色、次世代シークエンシング、マスサイトメトリー） 
4. 造血組織の組織横断的三次元イメージング（組織透明化、組織免疫染色） 
5. ウイルスベクターのクローニングと産生したウイルスを用いた遺伝子導入 



6. ヒト間葉系ストローマ細胞の初代培養と試験管内・生体内分化誘導 
7. ヒト化マウスを用いたヒト造血幹細胞の解析 
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